
第 2 回 口 頭 論 調 書

裁判長認印

事 件 ( 0 ) 表 示

期

場所及び公開の有無等

令和 6年 (行 )第 6 2号 (第 1事件 )

令和6年(行ク)第63号(第2事件)

合和6年7月16日午前11時30分

東京地方裁判所民事第38部法廷下公開

裁 判 長 裁 判 官 野 真 敬
裁 判 志 村 由

裁 判 官 都 築 健 太 郎

裁 判 所 書 記 官 桑 原 真 帆

出頭した当事者等 第1・第2事件原告 岡

第2事件原告 加

第1事件原告

第1事件原告兼第1·第2事件原告5代理人

小 森 田

正
陽

秋

田
藤

則

夫

航

護
弘

子
男

子
治

炕
晶

紀
衣

米 倉

大

神

江

紅
谷

典

延

班

下

宅
齏

原

同

間

同 三

第1,第2事件原告方代理人安

被告指定代理人 市 原
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指 定 期 日

閒

同

同

杉
原

伊
松

丸
仲

河

E 剪

丹 俊 刂

# 晶

山 莉 穗

地 太 陽

北 浩

令和6年9月17日午後3時30分進行協議

合和6年9月17日午後4時00分口頭弁論

弁 論 の 要 領 等

被 告

1 準 備 書 面 ( 1 ) ( 第 1 事 件 訴 狀 江

準備書面(2)(第2事件訴狀

)第1事件被告 主張)陳述

の第2事件被告 主張)陳述

N

第1事件原告小森田秋夫

意見陳述

第1・第2事件原告方

1 令 和 6 年 7 月 2 3 日 主 下 江 、 被 告 対 L 釈 明 求 事 項 記 載 L 書 面 凃

提出寸石。

2 命 和 6 年 9 月 1 0 日 末 交 , 可 能 範 囲 下 、 被 告 の 準 備 書 面 ( 1 ) 及 ( 2 ) 一 寸

る反論を記載した準備書面を提出する。

告

令和6年9月6日までに、進行協議期日において裁判所から指摘のあった点

を明らかにするほか、上記の原告からの求釈明事項について、可能な範囲で回

答可。

証拠関係別紙のとおり

裁 判 所 審 記 官 桑 原 真 帆
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第3号様式(証目錄)
事件(C)表示 今和6年 (行 )第 6 2兮

今和6年(行之)第63号

書 証 目 錄 ( 被 告提出分 )

陳

期日 成 立

(),各期日調書上一体点公而它的石

乙 A )

掟 出

番 号
期 標

第 2 回
証機明書(1)(6.7.9吋)

~ 井 輪のとおり

1 2 準備的 #

第

口

自

準備的

第

弁

回

準備的并論

準 備

口

口

準備的

堡

準 備 的 論

□

第

俱

L;

D

回

論

述

成立の争いに

春

準備的弁論|

口

準備的淤論

弁 祟 備
」

第

[e}

口準備的

LJ

準 備

回

準備的井論

口

第

口

準備的綸

# 醃 準

(注)該当寸石事項一定付石。

D

目

FIFN

準備的介論

第 6

口準備的炸綸

弁



第3号様式(鄰証智錄)

( Z B 炒)

事件の表示 令和 6年 (行 )第 6 2号
令和6年(行宀)第63号

書 証 目 錄 (被告提出分)

(二 )目錄注 ,各期」書体上公刀机。

提 出 隙

成立の争いに 備
期 標 等 期日 成 立

心主張
1 第 2 回 回

班機明書(2)(6.7.9付)
我 輪のとおり U g

6 準備的井論

弁 論 準 備

「心準備的升黼

業

粥

弁 論

準 備 的 論 準備的井

口

第

口

口

論

準備的我

第

口

論

論 準 備

回

準 備 的 論

論 備

出 目

準備的井論 準 備 的 論

回 第

怒

目

準備的并論 準備的淤

論準備

準備的井論

口 論 準 備

(注)該当する事項の口にレを付する。

口

口

論

FR

我

準 備 的 論


